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心理教育的アプローチに対する教育現場の実態とニーズ

Ⅳ . 考　　察
1. 教員から見た学校生活で不足している児童生徒の
能力・特性について
　心理教育的アプローチの実践に際しては，学級集

団やそれぞれ児童の実態を把握した上での適切な実

施が必要である（岡沢 2008）。また，学級の荒れにつ

ながるような子ども達の変化の原因を追跡するには，

教師の目に映る子どもの変化を挙げることが必要で

あると報告されている（増山，2007）。調査対象者

の 30% にコミュニケーション能力，表現力といった

能力・特性が不足しているとして，これらへの一次

予防の必要性を提言している研究報告がある（鈴木

ら，2002）。本研究の調査では，他者理解，問題解決

力，コミュニケーション能力　といった能力・特性は，

50% を超えており，これらの力を育む，一次予防と

して心理教育的アプローチの必要性が示唆された。

　不登校やいじめの起こる要因として多いのは，友

だちとのもめごとなどの対人関係の問題である（文

部科学省，2005）。本研究では，対人関係に関わる「他

者理解」「適切な自己主張」「悪い誘いを断る自信」「問

題解決力」「社会性」，自己コントロール関わる「攻

撃性・衝動性のコントロール」「ストレス対処」につ

いて，子ども達に不足していると現場の教員が捉え

ていることが示された。また，学級集団としてまと

まるのに必要とされている「共感性」「他者理解」に

ついては（芳我・井原ほか，2005），本研究では，小

学校教員よりも中学校教員の方が不足していると感

じている割合が高く，小学生の時期からの予防的ア

プローチの必要性が示唆された。

2. 心理教育的アプローチに対する現場のニーズにつ
いて
　小中学校の教員が心理教育的アプローチを実施し

ようとする際の支援のニーズとして最も高かったの

は研修であり，小学校教員 53.3%，中学校教員 52.9%
とどちらも 50% 以上であった。

　小学校中学校とも実施にむけての課題として「時

間がとれない」「アプローチがどんなものかよくわか

らない」「研修が必要」が挙げられていた。心理教育

的という言葉そのものがまだ教育現場に浸透してい

ないことが推測された。

　その結果，「時間的なゆとりがない」といった「時

間的課題」，「だれがアプローチを実施するか」「専門

家とどう連携するか不明」といった「人的課題」， 「実

施のために必要な資源が不足している」といった「資

源的課題」，「児童生徒のどの部分にアプローチする

か」「研修の不足」といった「教育の機会に関する課題」

の 4 つに分類されると考えられた。

　「時間的課題」について，教員は，日々の多忙さか

ら「心理教育的アプローチ」を取り入れるだけの時

間が生み出せない現状があり，教育課程の中で明確

に位置づけ，時間を確保し，計画に沿って実践しや

すい確立されたカリキュラムを提示すると実施しや

すいと考えられた。 
　「人的課題」について ，「担任」が「学級活動」の

時間を活用して実践しているのが現状と示唆された。

担任の負担を考慮すると，十分に研修を積んだ教員

やスクールカウンセラーなどが主で授業を行い，児

童生徒をよく理解している担任が授業のサポートを

し，授業後も児童生徒に授業内容をフォローアップ

するといった，複数の教員などが連携した授業形態

も必要な場合があると考えられた。 
　「資源的課題」については ，実践している学校がま

だ少ない現状であり，目でみてすぐ理解できるよう

な資料，また授業の中ですぐに使える資料等の整備

が必要だと考えられた。 
　「教育の機会に関する課題」については，心理教育

的アプローチのことが理解されていない教員の割合

が多いと考えられた。 したがって，アプローチに取

り組む教員の理解や能力に合わせた研修や専門家か

らの研修といった支援が必要であると考えられた。ま

たアプローチの対象を客観的に捉えることが習慣化

していないためこのことを教員が理解することが重

要でありそのための研修や専門家からの支援も必要

であると示唆された。

　課題を解決する手立てとしては学校内での体制づ

くりや教職員の研修のみならず，学校外からの専門

家の派遣や連携行政機関からの予算立てや指導が必

要であると考えられた。

Ⅴ . まとめ
　教員から見た小中学校の児童生徒に不足している

能力や特性は，自己コントロールや対人関係に関す

るものであった。児童生徒の実態から，小学校から

一次予防としての心理教育的アプローチの必要性が

示唆された。

　小中学校の教員は，心理教育的アプローチの必要性

を認識はしているが，実施するための，時間的，人的，

資源的な課題や，教育の機会に関する課題があるこ

とが示された。

　今後は，これらの課題を解決するための手立てと



─ 42 ─

岡﨑　由美子・安藤　美華代

Title: The Facts and Needs for Psychoeducational Approaches in Schools

Key Words: school children, psychoeducational approach, needs, school, school teacher

Abstract
It has been reported that problem behaviors in school children such as school absenteeism, bullying, and 
violence toward others are associated with academic achievement and peer relationships. It is recognized 
that to prevent these problems, psychoeducational approaches can be effective strategies in addressing 
these problems. The purpose of this study is to understand student’s abilities in their school lives and to 
analyze the actual conditions for school based psychoeducational approaches. Four hundred eighty-nine 
elementary school teachers and three hundred eighty-seven junior high school teachers participated in this 
survey. The results showed that more than half of the teachers reported a lack of student ability toward 
self-control and attainment of interpersonal relationships. The teachers recognized the need to implement 
a psychoeducational approach in the classroom but reported a lack of support to conduct such approaches 
due to limitations of time, human resources, materials, and training opportunities. Therefore, promoting 
opportunities for training and collaboration with specialists may be needed.

して，研修や専門家との連携などを進めていくこと

が必要であると考えられた。

Ⅵ . 文　　献
安藤美華代　青少年の問題行動に対する予防的アプ

ローチ　武蔵大学人文学雑誌 38 巻第 3 号 105-123
　2007

安藤美華代 小学生の問題行動・いじめを予防する！

心の健康教室”サクセスフル・セルフ”実施プラン．

明治図書 , 東京，2008
安藤美華代 中学生の情緒的および行動上の問題を予

防する心理教育的プログラム―“サクセスフル・

セルフ２”のアウトカム評価研究―．岡山大学教

育学研究科研究集録 144, 27-38，2010
川喜多二郎　発想法―創造性開発のために . 中公新

書，東京，1967/2006
増山扶美子　小学校臨床における心理教育プログラ

ム実践研究の展望  平成 18 年度東京学芸大学卒業

論文 2007
文部科学省　平成 22 年度児童生徒の問題行動等生徒

指導上の諸問題に関する調査　2010
文部科学省 生徒指導提要

h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j p / b _ m e n u /
houdou/22/04/1294538.htm ，2010

文部科学省　平成 16 年度児童生徒の問題行動等生徒

指導上の諸問題に関する調査 2005
長根光男　学校生活における児童の心理的ストレス

の分析 - 小学校 4,5,6 年を対象に - 教育心理学研究

39,182-185，1991
岡沢雅子　学級におけるよりよい人間関係づくりを

目指した取組 .　教育実践研究第 18 集  163-168，
2008

鈴木真之　学校現場における 1 次予防プログラム導

入の可能性の検討 : 従来の学校教育と新たなプロ

グラムとの親和性の観点から 名古屋大学大学院教

育発達科学研究科紀要 . 心理発達科学 52, 183-197, 
2005

芳我明彦 , 井原渉 , 怱那仁美 , 松廣渉 , 渡邉俊　学校

現場で活用できる心理的アプローチの研究 .
http://www.esnet.ed.jp/center/kenkyu/uploads/
h17/h17 sinri-seika.pdf

（OKAZAKI Yumiko）（ANDO Mikayo）


